
 

 

 

 

＝子ども神楽、披露！＝ 

 平成１７年９月から練習を重ねてきた子ど

も神楽の披露が、１９日(日)に埋蔵文化財セ

ンターで行われました。神楽の衣装、綺羅(き

ら)に身を包んだ子ども達は、真剣な表情で習

い覚えた舞を観客の前で披露しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「四方の舞」という、一番基本の舞から習い始

めた子ども達。みるみるうちに上達し、二人剣

という剣を使う舞や、各地域の舞を新たに習得

しました。ビデオで実際の舞を見ながら勉強し

たり、地域の神楽団の方に手本を見せていただ

いて一緒に舞ってみるなどしながら、半年間神

楽の練習を続けてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々にご指導をいただきながら、何

種類もの舞を舞えるようになったお神楽チャ

レンジ隊の子ども達。４月にはそれぞれの地

区の神社にて舞を奉納します。お時間のある

方はぜひ、足を運んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

神楽について楽しみながら知るために、御幣

を実際に作ってみたり、口歌という舞を覚える

ための歌をゲームで歌ったりしました。なんと

本番で使う剣も自分たちで作成！かっこよくで

きて大満足です。またチャレンジ隊の中には、

一年間で背が伸び、綺羅の丈を直さなければな

らなくなった子もいました。 
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平成１８年３月１９日発行 

特定非営利活動法人 茅ヶ岳歴史文化研究所 
〒407-0204 北杜市明野町上手８３１０ 
       明野歴史民俗資料館内 
TEL／FAX ０５５１－２５－２０１９ 
ホームページ http://www.kaya-net.jp 

＝埋蔵文化財センター・ 

歴史民俗資料館からのお知らせ＝ 

 平成 18 年４月１日より、北杜市埋蔵文化財

センターおよび明野歴史民俗資料館の休館日

と入館料が変更になります。 

●休館日：土曜日･日曜日･祝祭日･年末年始 

 （但し 4 月 20 日～5 月 10 日、7 月 20 日～ 

8 月 20 日の期間は無休 

●入館料：無料 

変更に関するお問い合せは、北杜市埋蔵文化

財センター(0551-25-2019)まで。 
 

＝イベントのご報告＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１０日(金)から３月１２日(日)の３日

間、須玉町ふれあい館で北杜市生涯学習･子ど

も体験学習作品展がひらかれました。 

 

 

 

 

 

 

 

＝イベントのお知らせ＝ 

日時：３月２５日（土）午後１時～２時 

場所：北杜市埋蔵文化財センター 

定員：３０名 

お申し込み・お問い合せは茅ヶ岳歴史文化研

究所まで。 

平成１８年度も子どもクラブのメンバーを

募集します。対象は小学校４年生から６年生

です。（１年生から３年生は保護者同伴） 

会費：年間５００円（保険料） 

※クラブ費は別途 

その他、子どもクラブの詳しい内容について

はお問い合せ下さい。 

＝会員募集＝ 

～茅ヶ岳歴史文化研究所の活動に 

あなたの力をかしてください～ 

●歴史や文化財の研究を通じて知識を深めたい 

●活動を通じて文化財保護や活用に役立ちたい 

●イベントを通じてさまざまな人と交流したい 

茅ヶ岳歴史文化研究所では、私たちと一緒

に活動してくださる方、ご賛同いただける方

を募集しています。 

 

 

 

 

＝ご寄付＝ 

資料館日直の会員様からそれぞれご寄付を

いただきました。ありがとうございました。 

合計 4,000 円（２月 16日～３月 15 日分） 

＝編集後記＝ 
春のうららかな日差しの中行われた発表会。

子ども達の晴れ舞台を観るために、たくさんの

人がかけつけてくれました。また神楽の指導を

していただいた宮沢正裕さんからは、発表にあ

たり素晴らしい句をいただきました。地域の伝

統を伝え、そして何より明野の神楽を学ぶこと

を子ども達自身が楽しんでくれればと思います。 

児童等に 未来を託す 春神楽   正剣 
(こどもらに みらいをたくす はるかぐら)  

入会金 1,000 円 

年会費 5,000 円 

 

 

子ども達の体験学習として

かやぶんで行ってきたイベ

ントの写真や、わらじや拓

本など、子ども達が作った

作品も展示され、訪れた人

たちは、子ども達の楽しげ

な写真に足を止めて見入っ

ていました。 


